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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】本発明は外部からの振動及び衝撃による光学シ
ートの損傷及び皺を防止する液晶表示装置に関する。
【解決手段】  本発明による液晶表示装置は、バックラ
イトアレイに含まれた光学シートと、前記バックライト
アレイが装着されるメインフレームと、前記メインフレ
ーム上に設置されて前記光学シートを固定させるための
少なくとも一つのシャフト部材とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】バックライトアレイに含まれる光学シート
と、前記バックライトアレイが装着されるメインフレー
ムと、前記メインフレーム上に設置されて前記光学シー
トを固定させるための少なくとも一つのシャフト部材と
を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記光学シートには前記シャフト部材が貫
通するホールが形成されていることを特徴とする請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記メインフレームは前記シャフト部材が
形成される少なくとも一つの段差孔が形成されているこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記バックライトアレイが固定されている
メインフレームと前記ガイドパネルの間に設置される少
なくとも一つのシリコンバッドとをさらに具備すること
を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】シリコンバッドは前記シャフト部材が貫通
するホールが形成されることを特徴とする請求項４記載
の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関
し、特に外部からの振動及び衝撃による光学シートの損
傷及び皺を防止する液晶表示装置に関する。
【０００２】通常、ノートブックコンピュータ（Notebo
ok Personal Computer；以下″ＮＴＰＣ″という）の表
示装置装置に利用される液晶モジュールは図１及び図２
に表したように、多数の光学シート（４）、導光板
（６）及び反射シート（８）を含んだバックライトアレ
イと液晶パネル（２）が内部に積層されたメインフレー
ム（Main Frame）（１４）と、バックライトアレイとメ
インフレーム（１４）の縁側を覆うガイドパネル（Guid
e Panel）（１２）と、液晶パネル（２）とガイドパネ
ル（１２）の縁側を覆うケーストップ（Case  Top）と
を具備する。メインフレーム（１４）は通常、成形品で
製作されるが、最近、高輝度テレビやモニタに対応して
高温時の放熱特性が優秀な金属、例えば、アルミニウム
（ＡＬ）で製作されることもある。このメインフレーム
（１４）の床には反射シート（８）が位置してその上に
導光板（１０）と光学シート（４）が積層される。メイ
ンフレーム（１４）内には光学シート（４）の上に位置
するように液晶パネル（２）が装着される。バックライ
トアレイは図３に表したように反射シート（８）、導光
板（１０）及び光学シート（４）を含むと共に導光板
（１０）に入射する光効率を高めるためのランプ反射板
（２２）を含む。
【０００３】光学シート（４）は拡散シート（４ａ）、
プリズムシート（４ｂ、４ｃ）及び保護シート（４ｄ、
４ｅ）で構成される。液晶パネルは偏光板がそれぞれ付
着された二枚のガラス基板の間に液晶が注入されて、マ
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トリックス形態で配置された液晶画素セルのそれぞれは
薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：″ＴＦ
Ｔ″）によって駆動される。ガイドパネル（１２）はメ
インフレーム（１４）の側面と光学シート（４）の縁側
を覆うように折り曲げられている。同じく、ケーストッ
プ（１０）はガイドパネル（１２）の側面と液晶パネル
（２）の縁側を覆うように折り曲げられている。メイン
フレーム（１４）、ガイドパネル（１２）及びケースト
ップ（１０）は図示しないスクリュー（Screw）によっ
て固定される。
【０００４】このような液晶モジュールにおいて、光学
シート（４）は図示しない両面接着テープを利用してメ
インフレーム（１４）の内側に固定されている。しか
し、液晶モジュールが流動するか外部から衝撃が加わる
と光学シート（４）が両面接着テープだけによってメイ
ンフレーム（１４）に固定されるので、光学シート（１
４）に皺が寄るか、スクラッチ（scratch）が発生する
ことがある。
【０００５】
【従来の技術】従来の液晶モジュール構造によると、バ
ックライトアレイの組立方向が逆となる。即ち、バック
ライトアレイの組立時には先に、ガイドパネル（１２）
がひっくり返された状態でその上に光学シート（４）、
導光板（６）、反射シート（８）を積層した後に反射シ
ート（８）の上にメインフレーム（１４）が搭載されて
固定される。このようにバックライトアレイが逆方向に
組み立てられるために従来の液晶モジュールは不良率が
高くなって生産性が低い問題点があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】上記の問題に鑑み、本
発明の目的は外部からの振動及び衝撃を受けても、光学
シートの損傷及び皺を防止する液晶表示装置を提供する
ことである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明による液晶表示装置はバックライトアレイに
含まれる光学シートと、前記バックライトアレイが装着
されるメインフレームと、前記メインフレーム上に設置
されて前記光学シートを固定させるための少なくとも一
つのシャフト部材とを具備する。
【０００８】前記目的以外に本発明の異なる目的及び利
点は添付した図面を参照した本発明の好ましい実施例に
関する説明を通して明らかにする。
【０００９】図４乃至図７を参照して本発明の好ましい
実施例について説明する。図４及び図５に示すように、
本発明による液晶表示装置は多数の光学シート（２
４）、導光板（２６）及び反射シート（２８）を含んだ
バックライトアレイと液晶パネル（２）が内部に積層さ
れたメインフレーム（Main  Frame）（３４）と、メイ
ンフレーム（３４）に設置されて光学シート（２４）を
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3
固定するためのシャフト（３６）とを具備する。メイン
フレーム（２４）はプラスチックまたは金属で製作され
る。このメインフレーム（３４）の床には反射シート
（２８）が敷設されて両側部にシャフト（３６）が固定
される。
【００１０】シャフト（３６）は円柱状で光学シート
（２４）の両側で光学シート（２４）を固定し、案内す
る役割をする。このシャフト（３６）の材料としては金
属を選択することができる。シャフト（３６）の上部は
下部より直径が小さい円柱状の突起（３６ａ）が形成さ
れる。そして光学シート（２４）の両側の縁側の中央部
は外側に伸ばされてその伸張部の中央にはシャフト（３
６）の突起が貫通するホール（２４ａ）が形成されてい
る。
【００１１】また、本発明による液晶表示装置はバック
ライトアレイとメインフレーム（３４）の縁側を覆うガ
イドパネル（３２）と、液晶パネル（２）とガイドパネ
ル（３２）を覆うケーストップ（１０）とを具備する。
ガイドパネル（３２）はシャフト（３６）の突起（３６
ａ）が貫通するホール（３２ａ）が形成されている。こ
のガイドパネル（３２）はバックライトアレイの光学シ
ート（２４）の縁側を水平な面が覆い、垂直な部分で外
側でメインフレーム（３４）とガイドパネル（３２）に
接触する。ケーストップ（３０）、ガイドパネル（３
２）及びメインフレーム（３４）はスクリューによって
固定される。
【００１２】メインフレーム（３４）上に固定されるシ
ャフト（３６）によって光学シート（２４）が固定され
るために単純に両面接着テープによって固定される時よ
り液晶モジュールの流動や外部からの振動によって光学
シート（２４）が損傷を受けたり高温の駆動環境による
皺の発生を防止することができる。シャフト（３６）に
よる光学シート（２４）の締結構造によってバックライ
トアレイはメインフレーム（３４）内で正方向に組み立
てられる。即ち、シャフト（３６）が見えるようにメイ
ンフレーム（３４）が置かれた状態で、反射シート（２
８）、導光板（２６）が順次メインフレーム（３４）内
に装着された後、シャフト（３６）の突起（３６ａ）が
ホール（２４ａ）を貫通するように光学シート（２４）
が導光板（２４）上に積層される。そして積層された光
学シート（２４）上にガイドパネル（３２）が被せられ
る。
【００１３】図６は本発明の異なる実施例による液晶表
示装置を表す。図６にしめすように、本発明による液晶
表示装置はメインフレーム（５４）に固定される光学シ
ート（６４）と、光学シート（６４）とガイドパネル
（５２）の間に設置されるシリコンバッド（６６）とを
具備する。メインフレーム（５４）の床には反射シート
が設けられてその上に導光板、光学シート（６４）、液
晶パネルが積層される。光学シート（６４）は両側の中
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央部でメインフレーム（５４）に固定される。このため
に、メインフレーム（５４）の両側の中央部には段差孔
（５４ａ）が形成されて、段差孔（５４ａ）内にピン
（５４ｂ）が形成されている。そして、光学シート（６
４）の両側の縁側の中央部は外側に伸張されてその伸張
部の中央にはメインフレーム（５４）のピン（３６）が
貫通するホール（６４ａ）が形成されている。シリコン
バッド（６６）は弾性のあるシリコン材質で製作され
て、その中央にメインフレーム（５４）のピン（５４
ｂ）が貫通するホール（６６ａ）が形成される。
【００１４】このシリコンバッド（６６）は図７及び図
８に表したようにメインフレーム（５４）に固定された
光学シート（６４）とガイドパネル（５２）の間に位置
する光学シート（６４）のホール（６４ａ）に差し込ま
れたピン（５４ｂ）に差し込まれる。
【００１５】光学シート（６４）はピン（５４ｂ）によ
ってメインフレーム（５４）に固定されて弾性のあるシ
リコンバッド（６６）を間に挟んでガイドパネル（５
２）によって固定されるために、両面の接着テープのみ
によって固定される時より損傷を受け難く、皺の発生も
少ない。
【００１６】
【発明の実施態様】以下、本発明の実施例を、添付した
図４乃至図７を参照して詳細に説明する。図４及び図５
に示すように、本発明による液晶表示装置は多数の光学
シート（２４）、導光板（２６）及び反射シート（２
８）を含んだバックライトアレイと液晶パネル（２）が
内部に積層されたメインフレーム（３４）と、メインフ
レーム（３４）に設置されて光学シート（２４）を固定
するためのシャフト（３６）とを具備する。メインフレ
ーム（２４）はプラスチックまたは金属で製作される。
このメインフレーム（３４）の床には反射シート（２
８）が設けられて、両側の縁側にシャフト（３６）が固
定される。シャフト（３６）は円柱状で光学シート（２
４）の両側で光学シート（２４）を固定し案内する役割
をする。
【００１７】前記シャフト（３６）の材料としては金属
を選択することができる。シャフト（３６）の上部は下
部より直径が小さい円柱状の突起（３６ａ）が形成され
る。そして光学シート（２４）の両側の縁側の中央部は
外側に伸張されてその伸張部の中央にはシャフト（３
６）の突起が貫通するホール（２４ａ）が形成される。
【００１８】また、本発明による液晶表示装置はバック
ライトアレイとメインフレーム（３４）の縁側を覆うガ
イドパネル（３２）と、液晶パネル（２）とガイドパネ
ル（３２）を覆うケーストップ（１０）とを具備する。
ガイドパネル（３２）はシャフト（３６）の突起（３６
ａ）が貫通するホール（３２ａ）が形成される。このガ
イドパネル（３２）はバックライトアレイの光学シート
（２４）の縁側を水平な一部が覆い、垂直な他の部分が
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5
外側でメインフレーム（３４）とガイドパネル（３２）
に接触する。ケーストップ（３０）、ガイドパネル（３
２）及びメインフレーム（３４）はスクリューによって
固定される。
【００１９】メインフレーム（３４）上に固定されるシ
ャフト（３６）によって光学シート（２４）が固定され
るために単純に両面接着テープによって固定される時よ
り液晶モジュールの流動か外部からの振動によって光学
シート（２４）が損傷したり高温の駆動環境によって発
生する皺寄り現象を防止することができる。シャフト
（３６）による光学シート（２４）の締結構造によって
バックライトアレイはメインフレーム（３４）内で正方
向に組み立てられる。即ち、シャフト（３６）が見える
ようにメインフレーム（３４）が置かれた状態で、反射
シート（２８）、導光板（２６）が順次メインフレーム
（３４）内に装着された後、シャフト（３６）の突起
（３６ａ）がホール（２４ａ）を貫通するように光学シ
ート（２４）が導光板（２４）上に積層される。そして
積層された光学シート（２４）上にガイドパネル（３
２）が被せられる。
【００２０】図６は本発明の異なる実施例による液晶表
示装置を表す。図６を参照すると、本発明による液晶表
示装置はメインフレーム（５４）に固定される光学シー
ト（６４）と、光学シート（６４）とガイドパネル（５
２）の間に設置されるシリコンバッド（６６）とを具備
する。メインフレーム（５４）の床には反射シートが設
けられてその上に導光板、光学シート（６４）、液晶パ
ネルが積層される。光学シート（６４）は両側の中央部
でメインフレーム（５４）に固定される。
【００２１】このために、メインフレーム（５４）の両
側の中央部には段差孔（５４ａ）が形成されて、段差孔
（５４ａ）内にピン（５４ｂ）が形成される。そして、
光学シート（６４）の両側の縁側の中央部は外側に伸張
されてその伸張部の中央にはメインフレーム（５４）の
ピン（３６）が貫通するホール（６４ａ）が形成され
る。シリコンバッド（６６）は弾性のあるシリコン材質
で製作されて、その中央にメインフレーム（５４）のピ
ン（５４ｂ）が貫通するホール（６６ａ）が形成され
る。このシリコンバッド（６６）は図７及び図８に表し
たようにメインフレーム（５４）に固定された光学シー
ト（６４）とガイドパネル（５２）の間に位置するよう
にした光学シート（６４）のホール（６４ａ）に差し込
まれたピン（５４ｂ）に差し込まれる。
【００２２】光学シート（６４）はピン（５４ｂ）によ
ってメインフレーム（５４）に固定されて弾性のあるシ
リコンバッド（６６）を間に挟んでガイドパネル（５
２）によって固定されるために、両面の接着テープのみ
によって固定される時より損傷を受けたり皺が寄ること
が起こり難い。
【００２３】
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【発明の効果】上述したように、本発明による液晶表示
装置は、メインフレームにシャフトを設置してこのシャ
フトに光学シートを固定し、あるいは、メインフレーム
とガイドパネルの間に弾性のあるシリコンバッドを設置
してメインフレームとガイドパネルの間に光学シートを
挟持するので、単純に両面接着テープによって固定され
る時に比べて液晶モジュールの流動や外部からの振動に
よって発生するスクラッチのが防止されることは勿論、
高温環境によって皺が寄るようなことを防止することが
できる。
【００２４】以上説明した内容を通して当業者であれば
本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修
正の可能があることが分かる。従って、本発明の技術的
な範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限定せ
ずに、特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】    図１は従来の液晶モジュールを上から見た
平面図である。
【図２】    図２は図１で線″ＡーＡ′″に沿って切り
取って表す断面図である。
【図３】    図３は図１に図示されたバックライトアレ
イの構成を詳細に表す断面図である。
【図４】    図４は本発明の実施例による液晶モジュー
ルを上から見た平面図である。
【図５】    図５は図４で線″ＢーＢ′″に沿って切り
取って表す断面図である。
【図６】     図６は本発明の異なる実施例による液晶
モジュールの分解斜視図である。
【図７】    図７は図６に図示された液晶モジュールで
光学シートの固定部を詳細に表すための平面図である。
【図８】    図８は図７で線″ＣーＣ′″に沿って切り
取って表す断面図である。
【符号の説明】
２：液晶パネル
４、２４、６４：光学シート
４ａ：拡散シート
４ｂ、４ｃ：プリズムシート
４ｄ、４ｅ：保護シート
６、２６：導光板
８、２８：反射シート
１０、３０：ケーストップ
１２、３２、５２：ガイドパネル
１４、３４、５４：メインフレーム
２１：ランプ
２２：ランプ反射板
２４ａ、３２ａ、６４ａ、６６ａ：ホール
３６ａ：突起
３６：シャフト
５４ａ：段差孔
５４ｂ：ピン
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６６：シリコンバッド

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】 【図７】
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